
様式第二号の九（第八条の四の六関係）

長崎県知事 殿

提出者

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

 産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

(日本産業規格　Ａ列4番）

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 棄 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

997.61

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

1,642.92

排 出 量 1,644.09 全 処 理 委 託 量 1,644.09

事 業 場 の 所 在 地 福岡県福岡市中央区薬院１－１４－５

事 業 の 種 類 総合建設業

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

令和4年4月1日～令和5年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

事 業 場 の 名 称 西松建設株式会社　九州支社

（第1面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年5月29日

住 所 福岡県福岡市中央区薬院１－１４－５

氏 名 西松建設株式会社九州支社

常務執行役員支社長 吉田　卓生

電話番号 ０９２－７７１－４１２４(担当：浦吉)

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。



汚泥） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

204.60

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

204.60

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

204.60

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

204.60

204.60

⑭

204.60

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 204.60
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

204.60

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



廃油） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

0.69

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0.69

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.69

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

0.69

0.00

⑭

0.69

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.69

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



廃プラスチック類） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

34.69

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

34.69

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

34.69

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

34.69

34.69

⑭

34.69

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 34.69
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

34.69

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



紙くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

12.45

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

12.45

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

12.45

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

12.45

12.45

⑭

12.45

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 12.45
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

12.45

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



木くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

89.71

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

89.71

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

89.71

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

89.71

26.79

⑭

89.71

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 26.79
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

89.71

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



ガラス陶磁器等くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

6.20

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

6.20

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

6.20

6.20

⑭

0.00

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 6.20
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

6.20

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



廃石膏ボード） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

6.90

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

6.90

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

6.90

6.90

⑭

0.00

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 6.90
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

6.90

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



コンクリート片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

337.09

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

337.09

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

337.09

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

337.09

337.09

⑭

337.09

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 337.09
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

337.09

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



アス・コン片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

80.50

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

80.50

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

80.50

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

80.50

80.50

⑭

80.50

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 80.50
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

80.50

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



建設混合廃棄物（管理型）） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

3.90

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

3.90

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3.90

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

3.90

3.90

⑭

3.90

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 3.90
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

3.90

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



(第3面）

備考

1 　翌年度の6月30日までに提出すること。

2 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 　第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)  ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)  ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(７)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)  ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 　※欄には、何も記入しないこと。



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2023年  6月   19日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 大村市富の原1丁 目1557番地1

氏 名 l抑ニチレイフーズ 長崎工場

工場長  岩田 欣也

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号   095755-8685

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 4年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 仰ニチレイフーズ 長崎工場

事 業 場 の 所 在 地 大村市富の原 1丁 目1557番地 1

事 業 の 種 類 冷凍調理食品製造業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
2022年 4月 2023年 3月 (1年間)

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排    出   量 別紙のとお り t 全 処 理 委 託 量 別紙のとお り t

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入 処分 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t

※事務処理欄

-5:6127

(日 本産業規格 A列 4



施状 況の (産業廃棄物の種類:動植物性残さ   )

実績値

1,345.29

0.00

0.00

0.00

i牌|‖士抑
―

項 目

①排出量

②+⑥
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

有償物量

1,345.29

排出量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



兄の (産業廃棄物の種類:汚泥 )

実績値

299.63

0.00

0.00

0.00

柵絆怖肺|

項 目

①排出量

②十⑥
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑥

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

299.63

排出量

不要物等発

)ヽ.IH I

（
第

２
面

）



祀の (産業廃棄物の種類 :廃プラスチック類  )

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

17欝―①

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

⑦

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

⑫

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

91.75①

不要物等発生

実績値

91.75

0.00

0.00

0.00

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:ガラスロ陶磁器くず )

実績値

0.122

0

0

0

項 目

①排出量

②+⑥
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち勲回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0,117

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.122

排出量

有償物量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



配の (産業廃棄物の種類:金属くず )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0.424①

⑥

自ら中間処理した
後の残さ量

⑦

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接

再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

⑤

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.77①

不要物等発

実績値

0.77

0

0

0

1碇抑

0.424

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



施状況の (産業廃棄物の種類:木くず )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら直接処理した後

再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑥

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理

した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

0.09

排出量

不要物等発

実績値

0.09

0.00

0.00

0.00

1絣騨稗1搬|

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



配の (産業廃棄物の種類:廃油 )

⑩のうち熟回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

⑦

自ら中問処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

0.43①

不要物等発生量

鞘棚怖騨
―

実績値

0.43

0.00

0.00

0.00

0.00

③全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

項 目

①排出量

②+⑥
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

イ〕|)●

（
第

２
面

）



(第 3面)

備考

1 翌年度の 6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

8 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の 量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の 量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 8第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



産業廃棄物処理計画実施状況報告書内訳 前年度実績 (2022年度 ) 別紙

(単位ホン)

①
りのつち烈回収

認定業者以外の

熱回収を行う業

者への処理委託

87323

151

73.77

0_005

0_09

043

0343

0

94938

①

①のうち熱回収
認定業者への処

理委託量

0

0

0

0

0

0

0

0

0

⑫

①のうち再生利
用業者への処理

委託量

47206

298_12

1798

012

0

0

0_424

0

78870

①

①のうち優良認
定処理業者への

処理委託量

0

29963 0

0

0

009 0

0

0

0

0

⑩

直接及び自ら中
間処理した後の

処理委説量

1,34529

9175

0125

043

077

0

173808

⑨
自ら中間処理し

た後 自ら埋立処

分又は海洋投入

処分した量

0

0

0

0

0

0

0

0

0

③

自ら中間処理し

た後再生利用し

た量

0

0

0

0

0

0

0

0

0

②

自ら中間処理に
より減量した量

0

0

0

0

0

0

0

0

0

⑥

自ら中間処理し

た後の残さ量

0

0

0

0

0

0

0

0

0

⑥

④のうち熱回
収を行つた量

0

0

0 0

0

0

0

0

0

0

④

自ら中間処理
した量

0

0

0

0

0

0

0

0

③

自ら直接埋立処
分 又は海洋投入

処分した量

0

0

0

0

0

0

0

0

0

②

自ら直接再生
利用した量

0

0

0

0

0

0

0

0

0

①

排出量

134529

29963

91 75

013

009

043

077

00C

173808

2022上FE盟

目榛排出量

1531 33

27913

61 20

0_05

0_31

0_lG

1 311

740

179011

産業廃棄物の種
類

動植物性残さ

汚泥

廃プラスチック類

ガラス・陶磁器くず

木くず

廃油

金属くず

廃酸

合 計



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

提出者

住 所 長崎県諫早市船越町 700
氏 名 日本ハム株式会社 諫早プラン ト

エ場長 田中 久之

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話番 号  0957-22-1846

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 3年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5年 5月  31日

長崎県知事  大石 賢吾 殿

事 業 場 の 名 称 日本ハム株式会社 諫早プラント

長崎県諫早市船越町 700事 業 場 の 所 在 地

食料品製造業事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令不日4年4月 1日 ～令不日5′手3月 31日

目標値

3,488t

Ot 162t

Ot 3,285t

Ot Ot

Ot 3,318t

項 目

りF   出   量 全 処 理 委 託 量

目標値

3,488t

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄
/イ蕉 金卜

議

-5t il:ィ
む

(日 本産業規格



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 )

実績値項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中問処理によ り減

量 した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収 を行 う業者への処

理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑬

⑩の うち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

⑩の うち再生利用

業者への処理委託量

⑫

⑩の うち優良認定

処理業者への

処理委託量

①

自ら中間処理 した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分 した量

③

直接及び 自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩

自ら中間処理 した後

再生利用 した量

③

自ら中間処理 した

の

⑥

量 したり

自ら中間処理 によ

⑦

④のうち熱回収
つ た

⑤

再

自ら直接

用 し

②

自ら直接理立処分又は

③

自ら中間処理

した

④

①

有 償 物 量

排  出  量

不要物等発生量

（削

Ｎ
酬
）



(第 8面 )

備考

1 翌年度の6月 80日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の■第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



の (産業廃棄物の種類 :動植物性残湾   )

実績値

1,1 27Hl

0

0

0

0

1,127.1

91.5

1,127.1

40.2

1,035.6

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③キ③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

〇熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,127.1
⑫

40i2

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

1,035.6

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1,127.1

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

91i5

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0③

自ら中間処理
した量

0

④のうち烈回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量排出量

①    l,127.1

有償物量

不

（
第

２
面

）



〉と (産業廃棄物の種類 :廃プラスチック   )

243.8①

①のうち再生利用
業者への処理委託量

364二 9⑭

29H6⑬

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

475.1

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

129.6①

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

00

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理

した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

有償物量

排出量

475.1①

不要物

実績値

475.1

0

0

0

0

475.1

129.6

364.9

29.6

243.8

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

傘
弟
２
面

）



の計 画 (産業廃棄物の種類:汚泥 )

1,537.7①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,554.2⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0④

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1,554,2

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

16.4①

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理

した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

有償物量

排出量

1,554.2①

不要物等発

実績値

1,554.2

0

0

0

0

1,554.2

16.4

1,554.2

0

1,537.7

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑮熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の冥 , (産業廃棄物の種類 iがラスコンクリートH陶磁器クス)

実績値

27.6

0

0

0

0

27.6

20.9

19.6

12.9

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

19=6⑫

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

12.9⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

27.6

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

20.9①

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

有償物量

27.6

排出量

不要物等発

（
第

２
面

）



祀の (産業廃棄物の種類:金属クス
゛

)

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0①

0⑫

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

7.6
①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

7.6

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理
した量

0

有償物量

7.6

排出量

不要物等発生

実績値

7.6

0

0

0

0

7.6

7.6

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



祀の (産業廃棄物の種類 : 特定有害産業廃棄物 )

0.6
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0④

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0.6

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0①

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0③

排出量

0.6①

有償物量

実績値

0.6

0

0

0

0

0.6

0

0.6

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画 の : (産業廃棄物の種類 :木くず )

0⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0⑫

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

2.0

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2.0
①

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

00

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

2.0①

不要物等発

実績値

2H0

0

0

0

0

2.0

2.0

0

0

0

項 目

①排出量

②+⑤
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

傘
界
２
面

）



事
ロ (産業廃棄物の種類 :廃油 )

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

2.0
⑭

①のうち再生利用
業者への処理委託量

2.0
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0④

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

2.0

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0①

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理

した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

有償物量

排出量

2.0①

不要物等発

実績値

2.0

0

0

0

0

2.0

0

2.0

0

2.0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



様式第二号の九（第八条の四の六関係）
（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

年 6 月 15 日

殿

　提出者
住　所
氏　名
　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号 0957-22-1343

年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

  産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

　　※事務処理欄

（日本工業規格　Ａ列４番）

長崎県知事　大石　賢吾

項目 項目目標値 目標値

日本フードパッカー株式会社　諫早工場

長崎県諫早市幸町79番23号

食品製造業

2022年4月1日～2023年3月31日
産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

2022

工場長 宮ノ原　裕史

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

排 出 量 全 処 理 委 託 量

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

2,216

2023

854-0022　長崎県諫早市幸町79-23
日本フードパッカー株式会社　諌早工場

 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、

2,216

1,778

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の
熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の
処 理 委 託 量



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

項目 実績値

① 排出量

0

2,400.5

不要物等発生量

有 償 物 量

排出量

2,400.5

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

2400.5

0

0

27.8

計画の実施状況

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

⑤ 自ら熱回収を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

1928.9

0

0

0

2400.5

全廃棄物

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を

行う業者への
処理委託量

27.8

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

1,928.9

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪

計画の実施状況 廃プラスチック

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

6.4 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

6.4
項目 実績値

① 排出量 6.4

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
6.4 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 6.4

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

6.4

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪

計画の実施状況 金属クズ

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

6.1 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

6.1
項目 実績値

① 排出量 6.1

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
6.1 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 6.1

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

6.1

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪

計画の実施状況 汚泥

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

697.5 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

697.5
項目 実績値

① 排出量 697.5

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
697.5 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 697.5

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

697.5

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪

計画の実施状況 汚泥（動物の糞尿）

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

229.5 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

229.5
項目 実績値

① 排出量 229.5

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
229.5 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 229.5

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

229.5

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪

計画の実施状況 廃アルカリ

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

989.4 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

989.4
項目 実績値

① 排出量 989.4

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
989.4 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 989.4

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

989.4

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪

計画の実施状況 動物系固形不要物

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

426.2 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
項目 実績値

① 排出量 426.2

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
426.2 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 426.2

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪

計画の実施状況 廃プラ（軍手・フィルムクズ）

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

27.8 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
項目 実績値

① 排出量 27.8

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
27.8 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 27.8

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0 27.8
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

27.8

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）

②

⑧

① ③

⑫

④ ⑥
⑨

⑤ ⑦ ⑬

⑩

↓
⑭

⑪⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量
⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0
17.6 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

⑩ 全処理委託量 17.6

②＋⑧ 自ら再生利用を
行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量
⑤ 自ら熱回収を行った量 0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

項目 実績値

① 排出量 17.6

17.6 ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

計画の実施状況 汚泥（無機性）

（単位　：　ｔ　）

自ら直接
再生利用した量

有 償 物 量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第

２
面

）



（第３面）

　備考

１ 　翌年度の６月30日までに提出すること。

２ 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３

４

(1)  ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)  ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)  ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)  ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)  ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)  ⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)  ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)  ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)  ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量
　

(10)  ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)  ⑪欄

(12)  ⑫欄  (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)  ⑬欄
  第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14)  ⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
  焼却処理委託量

５

６

７ 　※欄は記入しないこと。

　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入するこ
と。

　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃棄物処理
計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した目標
値を記入すること。

　第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)に掲げる量
を記入すること。

  第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量
 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

長崎緊東彼杵郡川棚町百津郷39

提出者 日本アードパツカ
ー株式会社打剛工場

賃琢.ェ場長野 口英 据
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名 )

電話番号霊臨  (0956)82-4515

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和 4年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年 ユ
~月

2と 日

殿

都道府県知事
(市長)大石 賢吾

事 業 場 の 名 称 日本フードパッカー株式会社 川棚工場

事 業 場 の 所 在 地 長崎県東彼杵郡川棚町百津郷39

事 業 の 種 類 食料品製造業

産業廃棄物処理計画における
計   画   期   間

令和4年4月 1日 から令和5年 3月 31日

目標値 目標値

2331.486t 2331,486t

2266.407t

63.65t

t t

t
産 業 廃

t t

t

棄 物

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 熱 回 収 を

以 の

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

全 処 理 委 託 量

回

回 収 を行 う業 者 へ の
理  委  託

海 洋 投 入 処 分 を 行 う

自 ら再 生 利 用 を 行 う

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

＞９
旦
里

行
の

項 目

排    出   量

優 良認 定処理 業者 へ の

処  理  委  託  量

再 生 利 用 業 者 へ の

処  理  委  託  量

認 定 熱 回 収 業 者 へ の

処  理  委  託  量

認
熱
処の 量

※事務処理ホ閲

4

-5:5124
(日 本工業規格



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 汚泥 )

実績値

1024.36t

0

0

0

0

1024.36t

0

1024.36t

0

0

∃

①排出量

⑫ 十∪ 目ら再生利用を

行つた量

⑤ 自ら熱回収を行った量

∪ 目ら甲間処埋 により灰
量した量

⑨ 十⑫ 目らナ里立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

廼 優艮認疋
~処

理茉―者への

処理委託量

∪ 再生利用莱者への処理
委託量

∪熱回1又認疋
~莱

者への処
理委託量
廼 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

項

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫  1024.36t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

廻のうち熟回収認定

業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託量

⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1024.36t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

り減量した量
中間処理によ

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

間処理ら

した量

④

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有 償 物 量

排出量

①  1024.36t

不要物等発生量

（韻
Ю
到
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 廃プラスチツク )

実績値

25,72t

0

0

0

0

25.72t

0

0

0

25.72t

項 目

①排出量

⑫ 十⑨ 目ら再生利用を

行った量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑫ 目ら甲間処理により滅
量した量
③ 十⑨ 目ら埋立処分又は
海洋投入処今発行った量

⑩全処理委託量

∪ 優 艮認だ処理業者への

処理委託量

∪ 再生利用業者への処理
委託量

∪烈回収認疋
~業

者への処
理委託量

∪ 熱回収認疋
~莱

者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

∪のつろ熱回収認冠
業者以外の熱回収を

行う業者への
処理委託量

25.72t
⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら理立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

25.72t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

中間処理自
した量

を行つた量
ち熱回収

有 償 物 量

排出量

25.72t
①

不要物等発生量

（消
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 金属クズ )

実績値

22.63t

0

0

0

0

22.63t

0

22.63t

0

0

ヨ

①排出量

⑫ 十∪ 目ら再生利用を

行つた量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑭ 自ら中間処理 により滅
量した量

⑨ 十⑫ 目らナ里立処分又は

海洋投入処今狩行った量

⑩全処理委託量

∪ 優 長誌 疋
~処

理乗者 への

処理黍託量

∪ 再生利用業者への処理
委託量

∪熱回収認疋
~莱

者への処
理委託量

廼 熱回収認だ莱者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

項

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫   22.63t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

pのうち熟回収認定
業者以外の熱回収を

行う業者への
処理委託量

⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

22.63t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

り減量した量
中間処理によ

再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④

を行つた量
収

有 償 物 量

排出量

22.63t
①

不要物等発生量

（韻
〕
引
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 動物性残潜 )

実績値

11.121t

0

0

0

0

11.121t

0

0

0

11.121t

項 目

①つ
'出

量

⑫十⑬ 目ら再生利用を
行った量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑭ 目ら中間
量した量

り)天

に3)十⑨ 目らナ里立処分又は

海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

∪ 優艮認疋
~処

理莱者への

処理委託量
@再生利用業者への処理
委託量
∪熱回収認疋

~莱
有への処

理委託量

廼 熟回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

∪の9ろ烈回収認だ

業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託量

11.121t
⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら理立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

11.121t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

り減量した量

再生利用した量
ら直接

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

問処理ら

した量

を行つた量
回

有 償 物 量

排出量

11.121t
①

不要物等発生量

（削
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 廃アルカリ )

実績値

986.24t

0

0

0

0

936.24t

0

936.24t

0

0

項 目

①排出量

⑫十① 自ら再生利用を
行つた量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑫ 自ら中間処理により滅
量した量
① 十⑫ 目ら堪立処分又は

海洋投入処ノ刀`を行った量

⑩全処理委託量

∪ 優艮認疋
~処

理業者への

処理委託量

∪ 再生利用莱者への処理
委託量
∪熱回収認疋

~莱
者への処

理委託量

廼 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

936.24t
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

理 の 9'う熱 回 収 認 だ

業者以外の熱回収を

行う業者への

処理委託量

⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

936.24t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

U

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

ら中間処理
した量

④

を行った量
ち熱回収

有 償 物 量

排出量

936.24t
①

不要物等発生量

（鴻
Ю
引
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 汚泥 (腹糞 ) )

実績値

103.87t

0

0

0

0

103.87t

0

103.87t

0

0

項 目

①排出量

⑫ 十∪ 目ら再生利用を

行った量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑭ 目ら中間
量した量

り)茨

⑨+⑫ 目ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

① 優艮認定処理業者への
処理委託量

∪ 再生本ll用 業者への処理
委託量

∪熱回比又認歴来者への処
理委託量

∪ 熱回収認疋
~莱

者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

103.87t
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

業者以外の熱回収を
行う業者への

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

103.87t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

ё

自ら中問処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦

再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

を行つた量
うち熱回収

有 償 物 量

103.87t
①

排出量

不要物等発生量

（鴻
〕
到
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 動物の死体 )

実績値

12.535t

0

0

0

0

12.535t

0

12.535t

0

0

項 目

①排出量

⑫十③ 目ら再生利用を
行った量

⑤ 自ら熱回収を行った量

∪ 目ら甲問処理

量した量
り渤売

⑨ 十⑫ 目ら姓立処分又は

海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

∪ 優艮認疋
~処

理莱者への

処理委託量

∪ 再生利用業者への処理
委託量
∪烈回1又認疋

~莱
者への処

理委託量
廼 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫  12.535t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

りのうち烈回収認足

業者以外の熱回収を

行う業者への

処理委託量

⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

12.535t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら中間処理した

後の残さ量

り減量した量
イこよら

再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した畳

ら中間処理
した量

を行った量

の

有 償 物 量

排出量

①  12.535t

不要物等発生量

（韻
Ｎ
引
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 木クズ )

冥績値

1.22t

0

0

0

0

1.22t

0

0

0

1.22t

項 目

①づF出量

⑫十① 目ら再生利用を
行った量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑭ 目ら甲間
量した量

り功蒐

⑨ 十⑨ 目ら
'里

立処分又は

海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

∪ 優 艮認だ処理業者への

処理委託量

@再生利用業者への処理
委託量
∞熟回収認定業者への処
理委託量
U烈回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

りの9ろ熱回収認左
~

業者以外の熱回収を

行う業者への

処理委託量

1.22t
⑭

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1.22t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した

後の残さ量

り減量した量
イこよら

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

した量
間処理

を行つた量

有 償 物 量

排出量

1.22t
①

不要物等発生量

（削
〕
副
）



(第3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における日標値」の欄には、項 目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した目標
値を記入すること。

4 第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)に掲げる量
を記入すること。

(1)①欄  当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄  (1)の 量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄  (1)の 量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄  (1)の 量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄  (4)の 量のうち、熱回収を行った量

(6)⑥欄  自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄  (4)の 量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄  中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄  (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄  (10)の 量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第15条の3の3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への
焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入するこ
と。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃棄物処理
計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。











様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

長崎県知事 様

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量
0

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
0

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

0
再生利用業者への

処理委託量
2,100.9

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

0
認定熱回収業者への

処理委託量
－

排出量 2,100.9 全処理委託量 2,100.9

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

0
優良認定処理業者へ

の
処理委託量

2,100.9

 事 業 場 の 所 在 地 福岡市博多区下川端町１－１

産業廃棄物処理計画における
計画期間

2023年4月1日～2024年3月31日

 事 業 の 種 類 D：建設業　06：総合工事業　0611：一般土木建築工事業

項目 目標値 項目 目標値

０９２-２８１－０６６４

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、2022 年度の産業廃棄物処
理計画の実施状況を報告します。

 事　業　場　の　名　称

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年6月27日

福岡市博多区下川端町１－１

株式会社フジタ　九州支店
支店長   安東 則好

株式会社フジタ　九州支店



382.9

（産業廃棄物の種類：　　汚泥　）

0

④ 0

⑤ 0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑪

⑥ 0

⑦ 0

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑧

有　　償　　物　　量

不 要 物 等 発 生 量

排 　　出　 　量

① 382.9

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

② 0

③

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

382.9

⑫再生利用業者への処理
委託量

382.9

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

⑩全処理委託量 382.9

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0.0

⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0

①排出量 382.9

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0

項目 実績値

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

⑨ 0

⑬ 0

⑫ 382.9

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩ 382.9

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑭ 0

計画の実施状況
（

第
２

面
）



9.7

（産業廃棄物の種類：　　　廃プラスチック類　）

④

⑤

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑪

⑥

⑦

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑧

有　　償　　物　　量

不 要 物 等 発 生 量

排 　　出　 　量

① 9.7

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

②

③

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

9.7

⑫再生利用業者への処理
委託量

9.7

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

⑩全処理委託量 9.7

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0.0

⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0

①排出量 9.7

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0

項目 実績値

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

⑨

⑬

⑫ 9.7

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩ 9.7

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑭

計画の実施状況
（

第
２

面
）



⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩ 1.5

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑧

⑫ 1.5

④のうち熱回収
を行った量

⑨

⑬

⑥

⑦

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

⑩全処理委託量 1.5

⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

1.5

⑫再生利用業者への処理
委託量

1.5

①排出量 1.5

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0

⑤自ら熱回収を行った量 0.0

1.5

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

②

③

項目 実績値

⑪ 1.5

（産業廃棄物の種類：　　　紙くず　）

④

⑤

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

有　　償　　物　　量

不 要 物 等 発 生 量

排 　　出　 　量

①

計画の実施状況
（

第
２

面
）



150.8

（産業廃棄物の種類：　　　木くず　　）

④

⑤

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑪

⑥

⑦

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑧

有　　償　　物　　量

不 要 物 等 発 生 量

排 　　出　 　量

① 150.8

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

②

③

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

150.8

⑫再生利用業者への処理
委託量

150.8

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

⑩全処理委託量 150.8

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0.0

⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0

①排出量 150.8

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0

項目 実績値

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

⑨

⑬

⑫ 150.8

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩ 150.8

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑭

計画の実施状況
（

第
２

面
）



（産業廃棄物の種類：　金属くず　　）

有　　償　　物　　量

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

② ⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

① 5.0 ③
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫ 5.0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

⑨

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 5.0 ④ ⑥

⑬

⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0 ⑤ ⑦

⑤自ら熱回収を行った量 0.0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

⑩ 5.0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 5.0

⑭

⑫再生利用業者への処理
委託量

5.0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0 ⑪ 5.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

5.0

計画の実施状況
（

第
２

面
）



（産業廃棄物の種類：　　　ガラスくず、コンクリートくず、陶器くず類　　）

有　　償　　物　　量

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

② ⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

① 4.8 ③
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫ 4.8

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

⑨

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 4.8 ④ ⑥

⑬

⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0 ⑤ ⑦

⑤自ら熱回収を行った量 0.0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

⑩ 4.8

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 4.8

⑭

⑫再生利用業者への処理
委託量

4.8 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0 ⑪ 4.8

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

4.8

計画の実施状況
（

第
２

面
）



⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩ 1,789.7

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑧

⑫ 1,789.7

④のうち熱回収
を行った量

⑨

⑬

⑥

⑦

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

⑩全処理委託量 1,789.7

⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

1,789.7

⑫再生利用業者への処理
委託量

1,789.7

①排出量 1,789.7

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0

⑤自ら熱回収を行った量 0.0

1,789.7

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

②

③

項目 実績値

⑪ 1,789.7

（産業廃棄物の種類：　　　がれき類　　）

④

⑤

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

有　　償　　物　　量

不 要 物 等 発 生 量

排 　　出　 　量

①

計画の実施状況
（

第
２

面
）



5.7

（産業廃棄物の種類：　　　混合廃棄物（建設系）　　）

④

⑤

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

⑪

⑥

⑦

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑧

有　　償　　物　　量

不 要 物 等 発 生 量

排 　　出　 　量

① 5.7

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

②

③

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

5.7

⑫再生利用業者への処理
委託量

5.7

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

⑩全処理委託量 5.7

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0.0

⑦自ら中間処理により減
量した量

0.0

①排出量 5.7

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

0.0

項目 実績値

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

⑨

⑬

⑫ 5.7

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑩ 5.7

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑭

計画の実施状況
（

第
２

面
）



(第3面)
備考
　１　翌年度の6月30日までに提出すること。
　
　２　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

　３　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記
　　載した目標値を記入すること。

　４　第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)
　　に掲げる量を記入すること。
　　(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量
　　(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量
　　(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量
　　(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量
　　(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量
　　(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量
　　(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量
　　(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量
　　(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量
　　(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量
　　(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
　　　　第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量
　　(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量
　　(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律
　　　　第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量
　　(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
　　　　焼却処理委託量

　５　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を
　　記入すること。
　
　６　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業
　　廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

　７　※欄は記入しないこと。



別紙３（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（2022年度実績） 単位：トン／年
　 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ① ②＋⑧ ⑤ ⑦ ③＋⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱
回収を行っ

た量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理
した後の処
理委託量

⑩のうち優
良認定処理
業者への処
理委託量

⑩のうち再
生利用業者
への処理委

託量

⑩のうち熱
回収認定業
者への処理

委託量

⑩のうち熱
回収認定業
者以外の熱
回収を行う
業者への処
理委託量

排出量 自ら再生利
用を行った

量

自ら熱回収
を行った量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行った量

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行
う業者への
処理委託量

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

382.9 382.9 382.9 382.9 382.9 0 0 0 0 382.9 382.9 382.9 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 0 0 0 0 9.7 9.7 9.7 0 0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 0 0 0 0 1.5 1.5 1.5 0 0

150.8 150.8 150.8 150.8 150.8 0 0 0 0 150.8 150.8 150.8 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0 0 0 0 5.0 5.0 5.0 0 0

4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 0 0 0 0 4.8 4.8 4.8 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

1,789.7 1,789.7 1,789.7 1,789.7 1,789.7 0 0 0 0 1,789.7 1,789.7 1,789.7 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

5.7 5.7 5.7 5.7 5.7 0 0 0 0 5.7 5.7 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

0.0 0.0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0

2,350.1 0 0 0 0 0 0 0 0 2,350.1 2,350.1 2,350.1 0 0 2,350.1 0 0 0 0 2,350.1 2,350.1 2,344.4 0 0
　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。
　　　様式第二号の九の第２面に記載された産業廃棄物の発生から処理までのフロー（①～⑭）に示す量を表に入力。

廃酸

実　　　績　　　値

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

ばいじん

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動物性残さ

ゴムくず

金属くず

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器
くず

鉱さい

がれき類

合計

混合廃棄物（建設系）

石綿含有（混合廃棄物）

石綿含有（がれき）

石綿含有（ガラス陶磁器）



様式第二号の九 (第八条の四の六関係)

(第 1面 )

提出者

住 所 佐世保市光町109番地

株式会社 堀内組

氏 名 代表取締役   山 下 忠 則

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0956-47-2127

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

令和 5年  6月  27日

株式会社 堀内組事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 佐世保市光町109番地

総合建設業事 業 の 種 類

令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日

別紙のとおり別紙のとおり

別紙のとおり別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙のとおり 別紙のとおり

項 目

全 処 理 委 託 量

目標値

別紙のとおり

目標値

別紙のとおり

産業廃棄物処理計画における日標値

項 目

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間

排   出   量

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

A列るか :尋0
(日 本工業規格



(産業廃棄物の種類 :がれき類 (コンクリートがら)

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者仝の処理委託員

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0④

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

103.52①

不要物等発生

実績値

103.52

|■ ||■ ||― |● ―101

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



兄の (産業廃棄物の種類 :がれき類 (アスコンがら))

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2178①

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

排出量

421.74

不要物等発生

実績値

421.74

0

0

0

|||||| ||||| ||12.78

i■|■■:れよむ心

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



粟施状 況 (産業廃棄物の種類 :がれき類 (その他)  )

実績値

41.59

0

0

0

|■ ||■■|141159

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

0

自ら中問処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

41.59

不要物等発

（
第

２
面

）



計 回の冥距状 況 (産業廃棄物の種類 :ガラス色陶磁器くず   )

実績値

2.10

0

0

0

||||||||||||||||||||||お

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑭■■■―

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2,00

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

2.10

排出量

不要物等発生

（
第

２
面

）



配の (産業廃棄物の種類 :廃プラスチック類 )

実績値

6.48

0

0

0

|■ |■|■ |●6.?o

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0⑫

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

6.48

排出量

不要物等発

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :金属くず )

実績値

13.81

0

0

0

ⅢⅢI■

'||

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

96

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0⑫

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

13.81

排出量

不要物等発

（
第

２
面

）



采而状況 (産業廃棄物の種類 :石綿含有産業廃棄物 (安定型)

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0①

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

0

自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

排出量

4.44

有償物量

不要物等発

実績値

4.44

0

0

0

■|.―■||■|101

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



画 の 況 (産業廃棄物の種類 :建設汚泥 )

①のうち再生利用
業者令の処理委託量

⑭■|■ |■ |

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0①

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

0.92

排出量

不要物等発生

実績値

0.92

0

0

||■||||■|||||||10
1 11● II● |■ ■||■|■ ■||||||||||

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類:木くず )

実績値

176.49

0

0

0

133176

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量       ´

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者
^の

処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

76

0

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した

後の残さ量
自ら中間処理

した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

176.49

排出量

一①

不要物等発生

（
第

２
面

）



計画 の
~夫

施 状 況 (産業廃棄物の種類 :繊維くず )

実績値

0.07

0

0

0

■|| ||| |.Oi07

||||||― |||||||||||101
i■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■・ ∵|■■ ■・

il―

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

0.07

排出量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類 :廃石青ボード )

実績値

4.53

0

0

0

.4.50

|||||||||||||||101

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

. 4i50

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

4.53

排出量

不要物等発

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類 :混合 (管理型) )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

65.20

不要物等発生量

実績値

65。20

10

0

0

||||||||III I162189‐

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画θ (産業廃棄物の種類 :石綿含有産業廃棄物  )

0

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

0.16

排出量

有償物量

不要物等発

実績値

0.16

0

0

0

|||■ ●  ■|| ―|||―
|■ ■|||||||||■ |101

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



i況の (産業廃棄物の種類 :水銀使用製品 )

実績値

0.082

0

0

0

| 
―
  10,018

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

■.0,018

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

0.082

不要物等発

（
第

２
面

）



祀の (産業廃棄物の種類 :廃石綿 )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

0.30①

不要物等発

実績値

0.30

■||||||||||||||||||101

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(第 3面)

備考

1

2

3

翌年度の 6月 30日 までに提出することと

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。                      
｀

第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(10

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

乾)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

偲)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

但)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

G)⑤欄 他)の量のうち、熱回収を行った量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

仔)⑦欄 但)の量から6)の量を差し引いた量

偲)③欄 俯)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

0)⑨欄 儒)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(1い ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(1〕 ①欄 (1い の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量

(1跡 ⑫欄 (1い の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(1勧 ①欄 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(1つ ⑭欄 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄は記入しないこと。

4

5

6

7


